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令和６年３月27日（水）

政策統括官（総合政策担当）付政策統括室

（参考資料２）映像教材（案）について

社会保障教育の推進に関する検討会（第２回）



人生で起こるかもしれない
困難なできごとと対応する制度

映像教材①
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これからの人生で起こるかもしれない困難な
できごとには、どのようなものがあるでしょうか

仕事を失ってしまうこと

自分や自分の周りの人が病気になってしまうこと

事故が起きて、一生治らない障がいを負うこと

病気になって、介護が必要になること

Ｂさん

Ｄさん

Ｃさん

Ｅさん
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〇 長い人生の中で、これからどんなことが起こって、どういう困難が待ち受けてると思う

か、ちょっと難しいかもしれないですが、皆さんの考えを聞いてみたいと思います。

〇 Ｂさんは「仕事を失ったときが怖い」ということです。働ける間にずっと働いておきたい

というのがあると思いますが、もし仕事がなくなったときは、確かに怖いでよすね。

〇 次にＤさんは、「自分や自分の周りの人が病気になってしまったとき」ということです。

ずっとみんな元気で、一生生活できていけるのであれば、そんなに幸せなことはないで

すが、やはりどこかで病気してしまうし、自分が病気になって迷惑をかけたりするかもし

れません。逆に周りの人や家族が病気になって、一生懸命支えるという形になるかもし

れませんので、病気になったらすごく困るかもしれません。

〇 そして、Ｃさんは、「事故が起きたとき」だそうです。最近は、大きな災害も多いし、交通

事故など、色々なところで、いつ、どこで事故に巻き込まれるか分からないですよね。も

しかしたらその事故で、一生治らない障がいを負ってしまうかもしれない。そんなときは、

やはり人生において、困難に立ち向かわないといけないときになるかなと思います。

〇 そしてＥさんは、「病気になって、介護が必要になり、自分で生活するのが難しくなっ

たとき」だそうです。病気になって、介護の状態になって、支えてもらわないといけなく

なったら、結構苦しいですよね。

シナリオ（案）

（約2分）



困難なできごとが起こったとき、どんな制度を利用できるか知っていますか。
分からなければ、インターネットで検索してみましょう。

⑴仕事を失ってしまい
失業中の生活費が足りない

（① ）保険の（② ）手当

⑷介護が必要になったが
家族だけでは対応できない

（⑥ ）保険サービス

⑵ 病気になってしまい
高額な医療費が払えない

（③ ）保険の（④ ）費

⑶ 事故で障がいを負い
働けなくなってしまった

（⑤ ）保険の障害（⑤ ）
※⑤には同じ言葉が入ります

⑸ あなたが考える困難な
出来事を書きましょう

困難なできごと 利用可能な制度
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※編集可能媒体で公表し、問数の増減など自由に編集可能であることを注記予定



あなたはひとりじゃない
孤独・孤立対策ウェブサイト

※ 例えば「⑵病気になってしまい高額な医療費が払えない」の場合･･･

①

②

郵
便
番
号
を
入
力

し
て
み
ま
し
ょ
う

ＵＲＬ https://www.notalone-cas.go.jp/

ＱＲコード

③

④

⑤

どんな制度が
出てきましたか？
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これから起こるかもしれない
困難なできごとへの備え方

映像教材②
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これから起こるかもしれない困難なできごとに
備えるためには、どうすればいいでしょうか。

A みんなで税金や
社会保険料を支払うことで、
政府が中心に対応するべき。

B 家族の間で助け合ったり、
個人で努力したりするなど、
家族や個人が中心に対応するべき。

C AでもBでもどちらでもない
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あなたはどう考えますか。自分の意見に一番近いと思うものに○を付けて、
その理由を書いてみましょう。

（ ） Ａ みんなで税金や社会保険料を支払うことで、政府が中心に対応するべき。

（ ） Ｂ 家族の間で助け合ったり、個人で努力したりするなど、家族や個人が中心に対応するべき。

（ ） C AでもBでもどちらでもない。

（理由）
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自分たち自身で生活できたら、
それが一番だと思うけど、
それでもだめだったときに、
政府が助けてくると、安心できるかな。

家族といっても、色々違うと思うし、
個人で努力しながら生き続けるのはちょっと難しい。
政府があれば、少し安心して生活できるのかな。

Ｂさん

Ｄさん

これから起こるかもしれない困難なできごとに
備えるためには、どうすればいいでしょうか。
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〇 これから起こるかもしれない困難なできごとに備えるためには、どうすれ

ばいいか、考えてほしいと思います。まず一つ目はＡの、みんなで税金とか

社会保険料を支払うことで、政府が中心に対応していくべきだという考え

方。二つ目はＢの、税金や社会保険料を支払うのではなくて、家族間で助

け合ったり、個人で努力したりするなどして、家族や個人が中心に対応すべ

きという考え方。もちろん、AでもBでもない、という人もいると思いますが、

皆さんのご意見を聞きたいと思います。どうでしょうか。

（Bさん） 自分たち自身で生活できたら、それが一番だと思います。その上で、

それでも駄目だったときに、政府が助けてくれたら、少し安心できる

のかなと思います。

（Dさん） 家族といっても、いろんな家庭があると思いますし、個人で努力し

ながら生き続けるのはちょっと難しいと思います。政府という枠組み

があれば、少し安心して生活できるのかなと思いました。

（約1分半）

シナリオ（案）



色々な家族の形があると思う。ひとりだったり、
協力的じゃなかったり、貧富の差があったり。

政府が大体平等になるようにしてくれれば、
すごくいいかな。

高齢者は自分で貯金できるけど、
子どもは何もできないので、政府は、
教育にたくさん税金を使うべき。

自分の意志で決められる最後の段階では、
社会からの支援ではなく、家族や個人で、
生き方を選べた方がいいかな。

家族や個人で対応することにすれば、
少子化により若い世代がもらえるお金が減る
という問題もなくなると思う。

Ｅさん

Ａさん

Ｃさん
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（Eさん） 家族間でやれとなったら、日本の中でも色々な家族があると思うん

です。例えば、家族がいないとか、協力的じゃない家庭もあったり、貧

富の差があったりするから、政府が大体平等になるようにやってもら

えたらすごくいいかなと思います。

（Cさん） 家族や個人で対応することにすれば、少子化とかで、自分たちの

世代がもらうお金が少なくなるという問題もなくなると思います。

（Aさん） 高齢者は、今までの人生があった上での最後の段階なので、自分

で積み立てや貯金もできますけど、例えば子どもの最初の教育って、

子供だから何もできないので、そこに税金とか社会保険を手厚くして、

教育とかにお金をかけるべきだと思います。自分の意志で決められ

る最後の段階の人に関しては、社会として支援するのではなくて、家

族とか個人の間で、自分のやりたい生き方を最後に選べた方がいい

のかなって思いました。
（約1分半）

シナリオ（案）



➢映像教材の作成趣旨

✓ 社会保障の意義や仕組みを理解し、必要な制度を活用できるようにすること。

✓ 変化する社会における社会保障について当事者意識をもてるようにすること。

➢映像教材を活用する上での留意点

✓ 授業においては、生徒に自由に議論・発表させ、主体的に考えさせることに重
点をおくことが望ましいということ。

✓ 映像教材②については、社会保障に関する学習のまとめとして活用されること
を想定していること。

✓ 映像教材②のうち、実際に高校生が意見を述べる部分については、次の内容
を伝えるために、生徒の議論・発表の後で活用されることを想定していること。
• 社会保障制度については、世界でも様々な考え方があり、国によってその制度の内容
が異なるように、唯一の正解があるわけではないこと。

• 自分自身の今の状況だけから考えるのではなく、自分自身に将来起こるかもしれない
状況や、様々な事情を抱えた人のことも想像しながら議論してほしいということ。

➢映像教材を活用したモデル授業案

映像教材のための指導者用マニュアルの構成（案）
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